
第4号議案

令和3年度　多摩湖町自主防災組織　活動報告

日　付 �曜 �事業内容等 �活　動　内　容 

10月 � �体験学習 �立川防災館体験学習会の開催を予定していましたが、新型コロナウイ 

ルス感染拡大防止の為、開催を中止としました。 

10月23日 �土 �役　員　会 �新型コロナウイルスの社会現状を踏まえ、今後の活動と確認について 

話し合いました。 

・災害時役員の集合場所(倉庫前)の確認・資機材等の点検と訓練 

・災害備蓄保存用食品類の賞味期限、保存期限の確認、補充 

・賞味期限切れた飲食品の公開について 

10月30日 �日 �お知らせ �賞味期限が切れた飲食品の公開について　回覧にてお知らせ 

11月21日 �日 �防災訓練 �毎年、桜並木で消防署の指導のもと訓練を実施していましたが今年度 

(点検・確 �の開催は新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い、また3蜜に配 

認、公開) �慮した形で役員だけで行いました。 

訓練は自主防災の備蓄品の確認作業と資機材の点検とポンプによる消 

火訓練も実施しました。 

また、賞味期限が切れた災害備蓄保存用飲食品の公開を行い、地域の皆 

さんに見て持ち帰ってもらい保存用飲食品の整理が出来ました。 

12月6日 �月 �講習会 �東村山市防災安全課主催の「東日本大震災時における釜石市民の行動 

とその後」　講師　糸目谷美奈子 

・当時の現況は、13mの津波が30分以内　避難所のトイレが少なく寒 

さ対策に板ボールを巻き付けた。釜石の軌跡、防災オリエンテーショ 

ン、津波てんでんこ合言葉、自分の命は自分で守る、逃げる、率先して 

避難など災害時の行動とその後の対応を学びました。 

2月 � �炊き出し訓練 �多摩湖町自治会集会所で開催を予定していましたが、新型コロナウイ 

ルス感染拡大防止の為、開催を中止としました。 
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令和三年度　多摩湖町自主陽災組織決算書
自令和3年4月l日

至令和4年3月31日　　　　(単位円) 

収　　　入 ��支　　　出 

科　　目 �金　額 �科　　　目 �数　量 �金　額 

前年度繰越金 市助成金 自主防災組織費 �843,270 97,000 200,000 �防災用品購入 缶入りミニクラッカー24入り �10箱 �55,210 

アルファ米　50食 �5個 �62,640 

スーパー保存水l、518本入り �8箱 �15,206 

ガソリン缶詰IしX4缶 �l箱 �4,037 

多産湖町自治会 ��灯油缶詰IしX8缶 �l箱 �7,634 

西武住宅自治会 �50タ000 �ヘルメット(148型」)文字入あり 消耗品メンテナンス費 訓練研修費 お茶・昼食代 �3〇倍 �79,200 0 0 

旛ヶ丘住宅会 �20,000 

多摩湖グリーンハイツ管理組合 受取利息 �20,000 7 

炊き出し材料費 事務費 コピー。用紙代 保険料 傷害保険 関連諸団体調整費 祝い金 雑費 支出合計 ��0 840 0 3,000 

220 

227,987 　0 l,002,290 

予備費 

次年度繰越金 

合　　　計 �ら230章277 �合　　計 ��1,230,277 

繰越金残南明細
科　目 �l　　　　金　額　　　　菖 

緊急災害時非常物品等購入積立費 �790005量 

経費別通帳 �1920391 

現金有り高 �20246各 

合　計 �1002290 

上話の通り、ご報告いたします。 /-・〈

隊　長　清水　昇 ⑬ 会　計　白壁　俊介

監査の結果:現金帳簿と領収書等を照合した繕果、適正である事をご報告します。

会計監査加藤雄
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